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 標準修業年限は2年とし、修了要件として、以下に示す30単位以上修得し、研究の成果を修士論文にま

とめ、最終試験に合格することで学位が授与される。

・専門基礎科目は、山岳科学に関する基礎知識、考え方、及び実地における技術習得等を目的とした科目編

成とし、概論と実習を連携大学共同開設とする。必修科目は山岳科学概論A,B （各1単位）、山岳フィール

ド実習A,B （各1単位）、フィールド安全管理学（1単位）、大学院共通科目（1単位以上）、学術院及び研究

群の共通専門基盤科目（各1単位）で、合計8単位以上。選択科目は山岳環境インターンシップI,II、先端

研究実習、Advanced lecture in mountain studiesから1単位以上。

・専門応用科目は、地球圏、生物圏、人間圏の各領域に高度な専門知識・技能等の修得を目的とした科目を

配置する。必修科目は山岳科学セミナーⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡB、山岳科学研究Ⅰ,Ⅱ、山岳教養論で合計15

単位。選択科目は山岳科学学位プログラム専門科目（地球圏領域、生物圏領域、人間圏領域）のそれぞれ

の領域から2単位以上。

・修士論文研究指導は、主指導教員1 名および副指導教員2 名以上により行い、副指導教員のうち少なくと

も１名は連携大学の教員とすることができる。また主指導及び副指導教員からなるアドバイザリー・ コミッ

ティ （AC）を設置し、課題検討会を開催して、各学生の研究計画の妥当性、問題点を整理する。また、履

修科目や取得単位の確認等の指導を受ける。
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